
木造家屋建築工事現場で 

死亡災害が発生!! 
  墜落等災害防止の徹底を!! 

 今年に入り、当署管内の木造家屋建築工事現場での労働災害が増加傾向を示しておりまし

たが、８月に死亡災害が発生してしまいました。梁に渡した歩み板上で作業をしていた労働

者が約3.5メートル下の基礎に墜落して死亡したものです。 

 木造家屋工事現場で作業をする場合の墜落防止措置等のポイントを紹介しますので、これ

らを参考に災害防止の徹底をお願いします。 
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手すり、中さん、幅木
（メッシュシート可）を設
置。 

足場の内側にも手すり、中
さん、幅木を設置。 

作業の性質上手すりを
外して作業する場合は、
安全帯を使用。 

建物と足場の間隔が広い
場合は足場を2列にするな
ど、隙間を少なくする。 

軒先より足場の建地を高
くする。 

屋根のひさしが長い場合、
足場と建物の間隔が広く
なるので、足場の設置位
置や組み立て方を工夫す
る。 

建方前に仮設足場を設
置して屋根の端部から
の墜落を防止。 

２階床を張ってから、２
階天井や屋根部分の
作業を行うなどの工夫。 

墜落防止用ネッ
トを設置。 
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①足場設置のポイント 
（建物の外周の措置） 

②墜落防止用ネット 
の設置等のポイント 
（建物の内側の措置） 



（H30.09） 
秋田県最低賃金が変わります!! 
  平成30年10月１日から     

はしご昇降時は、はしご上方と 
脚部を固定する。困難な場合は、
しっかり支える。はしご上端は
60cm以上出し、脚部は平らで、
めりこみのおそれのない状態にし
て使用する。 

垂直親綱（追加分） 
複数の作業員が作業する場合には、
人数分だけ追加する。 

安全ブロック 

ウェイト 
バケットによる 
主綱固定の例 

主綱 
最初に屋根上に 
設置する垂直親綱 

親綱固定ロープ 
主綱（垂直親綱）の脱落を防
ぐもの。けらばに近づく場合
は必要。 

フック金具による 
主綱固定の例 

フック 
金具 

フック金
具 

フック金
具 

フック金
具 

時間額７６２円  

③安全帯の使用 
のポイント 

（安全帯取付け設備の措置） 

④ヘルメットの着用 
のポイント 

（墜落時保護用の使用） 

⑤携帯用丸のこ盤の使用 
のポイント 

（カバーを固定しない） 

ひも等でカバー（接
触予防装置）を固定
してはいけない。 

【悪い例】 

肩ベルト 
胸ベルト 

 腿ベルト 

墜落制止用器具 
（ハーネス型安全帯） 


